
全力結集で挑戦し、

Ｊ
Ａ
東
日
本
く
み
あ
い
飼
料
株
式
会
社

で
は
、
管
内
の
酪
農
家
の
生
産
性
向
上
の

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
支
援
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
山
梨
県
内
の
酪
農

家
で
実
施
し
て
い
る
生
産
性
向
上
対
策
の
具

体
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
で
は
、Ｊ
Ａ
東
日

本
く
み
あ
い
飼
料
の
担
当
者
と
Ｊ
Ａ
等
関

係
機
関
が
連
携
し
、
各
生
産
者
に
密
着
し

た
技
術
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
担
当

者
の
定
期
訪
問
時
に
は
、
各
農
場
で
の
問

題
点
・
課
題
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
農
場

で
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
裁
断
長
や
ミ
キ
シ
ン
グ
時
間

の
確
認
、
哺
乳
子
牛
の
飼
料
給
与
体
系
・

給
与
方
法
の
点
検
、
全
頭
の
ボ
デ
ィ
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
ス
コ
ア
の
経
時
的
な
把
握
に
よ

る
生
産
性
向
上
の
取
り
組
み
を
実
施
。
農

場
が
抱
え
る
課
題
に
即
し
た
技
術
支
援
策

を
講
じ
て
い
ま
す
。
更
に
、
全
農
酪
農
コ
ン

サ
ル
や
獣
医
師
等
の
専
門
家
に
よ
る
同
行

訪
問
も
行
い
、
高
度
な
飼
料
設
計
や
衛
生

対
策
等
の
技
術
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

直
近
で
は
、
管
内
の
酪
農
家
が
全
農
家

畜
衛
生
研
究
所
ク
リ
ニ
ッ
ク
東
日
本
分
室

と
協
力
し
て
、
乳
房
炎
対
策
と
乳
質
改
善

を
目
的
と
し
た
搾
乳
立
会
と
バ
ル
ク
乳
検

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
搾
乳
立
会
で
は
、

実
際
に
搾
乳
現
場
に
立
ち
会
い
、
そ
の
農
場

に
お
け
る
ミ
ル
カ
ー
装
着
手
順
や
脱
着
ま
で

の
時
間
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
ミ
ル
カ
ー

の
装
着
時
間
や
前
搾
り
の
実
施
方
法
な
ど

を
確
認
す
る
こ
と
で
、
具
体
的
な
乳
房
炎

の
対
策
を
提
案
。
乳
質
改
善
に
向
け
た
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
更
に
、
今
後
は

自
家
育
成
牛
の
体
重
測
定
な
ど
も
実
施
し
、

よ
り
生
産
性
の
高
い
後
継
牛
を
育
成
す
る

た
め
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で

す
。

ワ
テ
ハ
ヤ
チ
ネ
」
の
維
持
・
増
殖
、
供
給
農

場
と
し
て
の
役
割
や
、
久
慈
地
域
の
広
域

食
肉
処
理
場
の
肉
豚
出
荷
な
ど
、
県
の
養

豚
の
歴
史
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
５
月
、
地
域
広
域
食
肉
処

理
場
や
養
豚
業
の
維
持
、
後
継
者
不
足
の

解
消
や
意
思
決
定
ス
ピ
ー
ド
の
迅
速
化
を

図
る
た
め
、
野
田
協
業
養
豚
組
合
を
株
式

会
社
化
し
、
株
式
会
社
の
だ
フ
ァ
ー
ム
を
設

立
。
２
０
２
１
年
２
月
末
に
は
、
組
合
生

産
者
の
離
農
に
よ
る
規
模
縮
小
を
補
う
た

め
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
を
活
用
し
て
母

豚
１
０
０
０
頭
規
模
に
事
業
を
拡
大
し
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
同
組
合
の
株
式
会

社
化
に
あ
た
り
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
で
養

豚
生
産
組
合
か
ら
株
式
会
社
化
し
た
生
産

者
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
た
ほ
か
、

株
式
会
社
化
に
と
も
な
う
課
題
解
決
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。ま
た
、畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業
の
申
請
で
は
、
事
業
計
画
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
収
支
計
画
の
作
成
に
加
え
、
生

産
性
を
高
め
る
た
め
の
豚
舎
施
設
設
計
や

新
技
術
導
入
を
支
援
し
ま
し
た
。

規
模
拡
大
で
は
、
き
め
細
か
く
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
関
係
機
関
で
役
割
を
分
担
し
、

株
式
会
社
の
だ
フ
ァ
ー
ム
は
、
前
身
と
な

る
農
事
組
合
法
人
野
田
協
業
養
豚
組
合
の

設
立
（
１
９
７
４
年
）
か
ら
数
え
、
今
年

で
４７
年
目
と
な
る
養
豚
生
産
法
人
で
す
。

長
年
、
同
農
場
の
所
在
地
で
あ
る
岩
手
県

野
田
村
を
中
心
に
、
地
域
の
養
豚
振
興
に

取
り
組
み
、県
の
系
統
造
成
豚
で
あ
っ
た「
イ

Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
は
行
政
の
窓
口
対
応
、Ｊ
Ａ

全
農
い
わ
て
と
株
式
会
社
い
わ
ち
く
は
肉
豚

の
集
荷
体
制
・
販
路
の
構
築
、Ｊ
Ａ
全
農
北

日
本
く
み
あ
い
飼
料
株
式
会
社
は
金
融
機

関
か
ら
の
融
資
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
専
用
飼

料
の
供
給
体
制
の
整
備
、
農
場
立
ち
上
げ

時
の
生
産
体
制
の
構
築
に
協
力
し
ま
し
た
。

岩
手
県
内
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
総
力
を

挙
げ
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在

も
、
の
だ
フ
ァ
ー
ム
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
良

好
な
関
係
が
続
い
て
い
ま
す
。

平
谷
東
英
代
表
取
締
役
は
、「
株
式
会
社

化
し
て
間
も
な
い
た
め
、
協
業
組
合
時
代
の

施
設
を
利
用
し
て
お
り
、
決
し
て
効
率
的

な
経
営
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
を
集
約

し
、
効
率
的
な
経
営
形
態
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
今
後
も
組
織
集
約
や
成

績
向
上
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
今
後
の
展
望
を
熱
く
語
り
ま
す
。

将
来
は
更
な
る
規
模
拡
大
を
目
指
し
、
母

豚
１
５
０
０
頭
規
模
の
構
想
も
描
い
て
い
ま

す
。

力 集県
養
豚
の
歴
史
を
築
い
た

株
式
会
社
の
だ
フ
ァ
ー
ム

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
体
制

効
率
的
な
経
営
形
態
で

更
な
る
規
模
拡
大
へ

組
合
の
株
式
会
社
化
と

規
模
拡
大
の
取
り
組
み

山
梨
県
内
に
お
け
る

酪
農
家
生
産
性
向
上
対
策

結全

写真1．にこやかな笑顔を浮かべる株式会社のだファームの平谷東英代表取締役（右）

写真3．
野田村産ブランド
ポークを周知する
ためのブランド戦略

Ｊ
Ａ
東
日
本
く
み
あ
い
飼
料
株
式
会
社

Ｊ
Ａ
全
農
北
日
本
く
み
あ
い
飼
料
株
式
会
社

JA全農グループでは、地域の特色ある畜産振興を図るため、生産者やJAと連携して
未来を見据えた事業に取り組んでいます。今回は、その取り組みを紹介していきます。

写真2．畜産クラスター事業を活用して新設した豚舎

写真1．全農家畜衛生研究所クリニック東日本分室と協力して、搾乳立会とバルク乳検査を実施

写真2．全農酪農コンサルや獣医師等の専門家による同行訪問

生産性向上へさまざまな支援展開
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